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特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会 

福岡市早良区西新５－４－２０ 

TEL＆FAX：０９２－８４４－１３６９ 

ホームページ：http://bangla.npgo.jp 

 

※「ミロン」は一つになる、手をつなぐという意味のベンガル語です。 

No.No.No.No.１１１１１１１１8888    
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200200200200９９９９    

現地訪問で訪れた時、屋外に作られたステージで歌や踊り、演劇などを披露してくれました。 

バングラデシュの人々は演じることが大好きです。（写真提供：木村氏） 
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現地とのパートナーシップと、自己変容 
 

５月１０日(日)手をつなぐ会総会が開かれました。今回初めて、にのさかクリニックを

会場に総会を行いましたが、３０名近くの方が参加、特に今回は新しい方の参加が見られ

ました。ラフマンさんの授業で国際協力に興味を持った大学生、企業人として南アジアな

どで過ごしてきて、定年を迎えバングラデシュへのボランティアを思い立った方、それぞ

れの思いでこの会に集まってくださいます。たくさんの方の思いが集まれば集まるほど、

会の思いも強く、深くなるのだと思います。 

２０年の会の歴史をふり返りながら、私たちの活動の特徴は、「現地とのパートナーシッ

プ」と「自己の行動変容」ではないかと考えました。私たちの会に限らず、ＮＧＯ活動に

関わる若者たちが、活動の中で自分自身のものの見方、考え方の変化を実感し、それを自

分自身の行動の変容へと結びつけているのを目にします。 

総会では、ＮＧＯ福岡ネットワーク事務局の小野山亮氏の「スリランカの内戦と平和」

というテーマ講演がありました。スリランカでのＮＧＯ活動を通して見てきた、人々の生

と死、いのちの姿を語ってくれました。同じ地球上で同時代を生きている人々と、どのよ

うな連帯ができるのか、彼らのために何ができるのか、そしてそれは決して人のためでは

ない、ということを忘れずにいたいと思いました。 

８月は現地訪問が控えています。その後には、現地から教育、保健のスタッフを招く予

定です。夏から秋にかけての、手をつなぐ会の活動に、皆さまも注目、ご協力をお願いい

たします。 

 

 

（二ノ坂 保喜） 
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>>> ２００９年度総会が開催されました <<< 

 

 2009 年 5 月 10 日（日）14 時から、にのさかクリニック 2 階ホールに於いて「2009 年度総会」が開催

されました。当日は，天候にも恵まれ沢山の方々が参加され、終始なごやかな雰囲気の中で会は進めら

れました。 

 総会出席者は 28 名（非会員 2 名）、欠席にともなう委任状は 30 通、定款規定による正会員数の 5 分

の 1 以上の出席により総会は無事開催されました。 

 
まず、冒頭で二ノ坂代表のご拶があり「バングラ

デシュと手をつなぐ会」設立の経緯から、この20年

の歩みの中で一歩一歩成果を積み上げてきてきた事

が報告されました。 

 総会はまず議長選出が行われ、平山さんが議長に

指名されました。続いて議長より書記に私、松田が

指名され、議案の審議が始まりました。 

 まず、「2008年度の事業報告」が浜本さんより行わ

れました。事業成果として、国内・現地での様々な

取り組みについてその成果が上がっている事が報告

され、その他として「第10回西日本国際財団アジア

貢献賞」を受賞した事が報告されました。 

 次に、杉園さんより「2008 年度特定非営利活動に

係る事業会計収支報告」「監査結果報告」等が行われ

ました。 

 事業報告、会計関連の報告の後、質疑が行われま

したが、参加者からは特に意見はなく全員の拍手に

よって承認されました。 

 続いて、ションダニ・ションスタの月刊報告の

後、矢野さんから「2009年度活動方針」が示され「よ

り多くの人たちに会の活動及び現地 NGO ションダ

ニ・ションスタの取り組みを知ってもらえるように

する事が重要」だとして、会の組織や理事会組織の

見直しを行い、現地と共に成長する組織を作れるよ

うに取り組む。また、ボランティアも含め、会の活

動への協力者を増やし「持続可能な組織運営」を可

能にし、新しい参加者や協力者がメンバーとして活

動しやすい環境を作る事も重要だと述べられまし

た。更に他団体や福岡在住のバングラデシュ人達と

の交流や親睦を深め、会の活動への協力を得る。国

際協力に携わる人材育成のため、外部講師を招き定

期的な勉強会を開催する旨、提案がありました。 

 バングラデシュと手をつなぐ会も創立20周年を迎

え、現地スタッフの招聘事業を予定。ションダニと

のパートナーシップの強化を目指す。また、20年間 

の活動を記録したものを作りたいという計画も発表

されました。 

 活動方針説明の後、二ノ坂代表より「2009 年度事

業計画」「2009年度事業会計予算案」について説明が

あり、おなじみの「現地訪問」「スタディーツアー」

「料理教室」「チャリティーコンサート」や「チャリ

ティーバザー」の他、「現地スタッフの招聘事業」

についても詳しく説明がありました。 

 2009 年度活動方針、事業計画、予算案も質疑にお

いて特に意見もなく、参加者全員の拍手を持って承

認されました。 

 

 第２部では、小野山氏による「スリランカでのNGO

活動の経験から」と題した講演があり、「スリラン

カ北東部の内戦地域での NGO 活動を通じて、同僚や

外国人 NGO が虐殺されるなど、生と死の問題に向き

合い、紛争地域での NGO 活動の限界と、くやしさを

身をもって感じた。」というお話しを聞き、いろん

な意味で考えさせられました。           

（松田 睦志） 
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講演：「スリランカでの NGO 活動の経験から」 

小野山 亮 氏 （NGO 福岡ネットワーク事務局） 
 

総会の後、第 2部として上記講演がありました。 

＜要旨＞ 

スリランカは国民の 7 割が仏教徒であり、シンハラ民族の国である。しかし、北東部にはインドから労働

力としてつれてこられたタミル人が多く住む地域がある。この地域で内戦が勃発している。 

スリランカ北東部の内戦地域での NGO 活動を通じて、生と死の問題に向き合い考えた。同僚の NGO や外国

人の NGO17 名が虐殺されるなど、紛争地域での NGO 活動の限界と悔しさを身をもって感じた。 

―― 総会議事録（記：松田氏）より ―― 

 

■■■■小野山小野山小野山小野山さんのさんのさんのさんの講演講演講演講演をををを聞聞聞聞いてのいてのいてのいての感想感想感想感想                                                                佐藤佐藤佐藤佐藤    純純純純    

 

 5 月 10 日の総会で、小野山さんの講演を聞くことが出来ました。内容は、「スリランカにおける内戦

と平和」についてです。内戦で被害を受ける現地の様子や、小野山さんの NGO の活動についての体験を

話して頂きました。 

 内戦により銃弾が飛び交う中、不安な日々をすごしたり、現地

の人や同僚の死を目の当たりにしたりするなど、悲惨な現場を小

野山さんは体験しています。いつもジレンマが絶えなかったそう

です。また、現地での活動がままならず、退却せざるを得ない状

態になったことを口惜しそうに話していました。NGO の活動を通

し、現地の人と一緒に国を支えたいと思っていても、戦争・内戦

など危機的状況や植民地支配などの歴史的背景が現地の人とNGO

の間に外国人という壁を作ってしまいます。その壁を無くすこと

は容易ではありません。 

今回、小野山さんの話を聞いて多くのことを考えさせられました。今後も NGO の活動について学んで

いきたいと思います。 

 

■■■■小野山小野山小野山小野山    亮亮亮亮さんさんさんさん「「「「スリランカスリランカスリランカスリランカのののの内戦内戦内戦内戦とととと人権人権人権人権」」」」のののの話話話話をををを聴聴聴聴いていていていて                            松松松松    尾尾尾尾    清清清清    美美美美    

   

スリランカ内戦の銃弾がとびかう中をかいくぐり、兵士や市民の多数の死と悲惨な避難民の暮しに直

面してきた小野山さんのなまなましいレポートを、手をつなぐ会の総会後の講演で聴きました。 

バングラデシュのニュースが日本の新聞に出ることは少ないですが、スリランカの出来事もまた、わ

れわれの眼に入ってくることはありません。小野山さんは、反差別国際運動国際事務局、アジア太平洋

資料センターのスリランカ現地事務所を体験し、民族紛争の生と死の現場に立ちすくむ思いをこれまで

市民に熱く語ってきました。スリランカといえば、読み書きのできる人が 90％以上、平均寿命 72 歳、

購買力平価で換算した一人あたり国民総生産は 3500 米ドル以上、生活費が 1 日 1 ドル以下の貧困層は

わずか 6.6％と、南アジア随一の優等生だと、私は思っていました。 

あの日、小野山さんの共著「スリランカの内戦と人権」をわけてもらって読みすすむうちに、「統計」

はその国の実態をちっとも語らないものだという思いを深くしました。 

死者 7万人、難民 8万人を出し、25年間もつづいた内戦が、小野山さんの講演を聴いた 9日後に終結

しました。戦後の傷跡の修復がこれからの重要課題になります。日本はスリランカへの最大援助国です

が、平和の維持確立にどう貢献できるのでしょうか。 

2009年度総会 第 2部 
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ションダニションダニションダニションダニのののの新新新新たなたなたなたな決意決意決意決意    

2008 年度はションダニにとって大変つらい年

だった。一年間で 3 人もの医者が交代、それによ

り診療活動は中断、母子保健センターに対する地

域住民の失望感も高まり、患者数の低迷を招いた。 

昨年度の失敗を反省し、それを克服するために

今年は様々なプログラムを組まれ、すでに活動が

始まっている。 

ヘルス・コーディネーターのエクラムールさん

からの報告を一部紹介する 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●フィールド活動、すなわち巡回検診やサテライ

ト・クリニックでの活動内容は、住民の健康や生

活習慣に対する意識付けである。しかし最終的に

は診療所で診てもらうことも必要。母子保健セン

ターは過去１年間、そのサービスの提供ができな

かった。住民の生活習慣を変える前に私達自身の

生活習慣を変えるべきだ。 

●新しい医師は赴任したばかりであり、彼の能力

や仕事に対する取り組みについて評価するにはま

だ早い。しかし 4 月の外来患者数（410 名）は、3

月の患者数の倍に上がっている。 

●フィールドと診療所、診療所内部のネットワー

クが重要になり、医師や検査技師も頻繁に村を訪

問している。また特に思春期の女子生徒を対象と

した健康教育や性教育を学校を中心に行い、また

地域住民に対しても同様の講習を定期的に行って

いる。すでに 4 月に 4か所で 105 名の成人に対し

てこのような教育を行い、同時に母子保健センタ

ーの活動内容について説明した。また家庭訪問を

強化した。結果としてフィールド活動からの紹介

で 4 月に 60 名の外来患者が診療所を利用した。 

●内部のチーム・スピリットを図るために毎週火

曜日の職員会議と朝礼を行ってきた。それに加え

て終礼を始めた。その日その日の顔合わせによっ

て互いに刺激を受け、それが全体の活動向上につ

ながるという方針。（負担にならないことを祈る）。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

一人一人一人一人のののの死死死死・・・・多多多多くのくのくのくの学学学学びびびび    

母子保健センターの前にいくつかの店がある。

その中の一つは国際電話の店。店主は軍隊出身。

退職後に村に帰ってきて電話の店をオープン。多

くの人が助かった。もちろん訪問団員にとっても

貴重な存在だった。 

その彼が 4 月 2 日夕方に体調不良を訴え、近く

の裸足の医者に来てもらった。裸足の医者がどの

ような治療をしたかはわからないが、時間が経つ

につれて患者の様態は悪化し、家族が深夜 1:30

頃母子保健センターへ運んできた。しかし既に彼

は死亡。脳梗塞だったそうだ。その後、裸足の医

者や家族に対して非難の声が殺到した。しかしい

くら非難しても彼は帰ってこない。この人は村に

とってもションダニにとっても財産だった。 

鼻先にいた人がなぜ母子保健センターを第一の

診療所として利用しなかったか。これは彼本人や

家族の問題というより、私達がそのような環境を

作れなかったからである。彼の死を重く見て、二

度とこのようなことが起こらないように今後活動

を進めていきたい。     

（ヘルス・コーディネーター エクラムール） 

 

ションダニションダニションダニションダニ・・・・学校学校学校学校のののの成績成績成績成績    

 5 月 26 日に第 10 学年卒業試験（secondary 

school certificate examination 通称 SSC exam)

の成績が発表された。バングラデシュでは第 10

と第 12 学年生を対象に全国的に国家試験が行わ

れ、その成績によって大学進学の資格が得られる。

今年ションダニ学校がから 48名の生徒が受験し、

47 名合格。（全国平均は 68％）。また A+は 14 名、

A は 22 名、A-は 8 名、Bが 3 名である。一人の生

徒は長い間病気で十分に勉強ができず不合格。 

もちろんメヘルプール県内ナンバーワンの成績

である。これからも頑張ってもらいたいし、でき

るだけ応援もしたい。国の担い手になる優秀な人

材育成にションダニが貢献していくことを期待す

る。 
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                             待鳥 信昭 

昨年、企業を定年退職し福岡に移ってきました。海外勤務、通算約 17 年（生まれは柳川です。全て

単身赴任、家族は福岡にほとんど放り出し）好きなことをやってきました。Bangladesh にもいろいろ

と関わって来ました。しかし“バングラデシュと手をつなぐ会”には入会したばかりの新米であります。

まだNPOの活動は意欲だけです。勉強始めました。よろしくご指導お願いいたします。 

Saudi Arabiaから始まり、多くの国（すべて途上国といわれる国）で現地の人達と働いてきました。 

多くの失敗、たくさんの面白いこともありました。思い返してみると、

その間に現地の人達に対する考え方、対応も変わったように思います。

企業の一員としてある種、戦いの中での活動でありましたが、海外活動

の基地として約 10年を過ごした Sri Lankaを念頭に置き、海外での活

動を自分なりに振り返ってみました。 

私の独断と偏見による独り言です･････ 

 

『『『『第第第第1111期期期期』』』』        日本日本日本日本のやりのやりのやりのやり方方方方がががが普通普通普通普通だだだだ!!!!!!!!    これがこれがこれがこれが日本日本日本日本のやりのやりのやりのやり方方方方だだだだ!!!!!!!!    

日本の企業の一員という自負が強く、日本人が持っている技術は高い、教えてやろう、指導してやろ

うという意気込みがありました。元気でした。多くの失敗、揉め事にも直面しました。 

スリランカ事務所を任された時は、スタッフ 400名以上雇用しました。残業拒否、ストライキ、団体

交渉と経験しました。“企業の一員として、日本から来た、期待に沿わなければ!!” 

 

『『『『第第第第2222期期期期』』』』    ““““何何何何かへんだぞかへんだぞかへんだぞかへんだぞ!!!!!!!!””””    ““““ここのここのここのここの人達素直人達素直人達素直人達素直だがだがだがだが、、、、本当本当本当本当にににに素直素直素直素直かなかなかなかな？？？？””””    

問題がありつつも、慣れてきますと仕事も人間関係もなんとなくうまく流れるようになりました。そ

のうちに何か割り切れないものを感じました。日ごろ接しているものと違う何かを感じました。この国

の見えなかったものも少しずつ見え、少し穏やかではなくなりました。 

日本に研修に出した Staff も、有望と思った Staff も簡単に辞めていく者が出てきました。将来を期

待し、それなりの扱い方をしながら育成してきたのに。“気持ちがわからないのか、この野郎” “しか

し待てよ、人間関係は「人人人人」の関係と少し違うかな… ちょっと待てよ、待てよ” 

 

『『『『第第第第3333期期期期』』』』        ““““日本日本日本日本からこのからこのからこのからこの国国国国へへへへ来来来来ているているているている!!!!!!!!””””    ““““ここはここはここはここは日本日本日本日本ではありませんではありませんではありませんではありません””””    

 再度の要請で途上国への再赴任でした。数年の冷却期間があり、接しかたも違ったかと思います。今

思うと現地の人達に近い視点で考えることが少し出来るようになった？ 気分的に楽に接することが

出来たようです。「それぞれの国には長く培った文化があります」「その文化は育ててきた人達のもの」

「技術、知識などの文明は、指導し手助けは出来ますが、それだけしか出来ないのでは？」漠然とこん

なことを思っていたようです。少しこの国が、人が、分かったような感じを持ちました。“あなたの国

は、このような文化を持っていますね。日本は違った文化ですよね” “この国の人たちが好きになっ

ていいのかな？” “会社がなければ…なあ” 

 

『『『『日本日本日本日本にににに帰帰帰帰ってってってって、、、、今今今今』』』』    ““““本当本当本当本当にそうだったかなにそうだったかなにそうだったかなにそうだったかな？？？？””””    

現地の人達の内面にある屈折した心情をどこまで理解していたのか？自己満足ではなかったのか？

今度は“バングラデシュと手をつなぐ会”です。活動の中で、現地の人達との中では、人と人の手をつ

なぐには、手をつないでいくには？ 御指導お願いいたします。 
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3月29日(日）春のバザーが新築移転したばかり

の二の坂クリニック前の駐車場で開催されました。 

気がかりであったお天気もまずまず。オープニ

ングはオカリナコンサートでした。コンサートを聴

いている方たちはいつもより多く、くつろいでおら

れるように見受けられました。 

沢山のお花の苗もいろどりを添えて華やかさを

見せ、恒例となっているかしわ飯とお漬物に野菜、

パウンドケーキも並んでいました。また、今回は久

しぶりにカコ焼きに綿菓子もあり、長崎からはコー

ヒーの販売にもかけつけてくださいました。 

バザー品も選びやすいように配置されており、多くのお客さんも楽しそうに品定めをされておられたようです。 

皆さんに楽しんでいただけたのでは・・・・・と、私は感じております。 

物品提供してくださった方々、会場に来てくださったお客様はじめ、お手伝いくださった方々のご協力に感

謝！しております。今回の売り上げは100,727円でした。ありがとうございました。 

次回は10月の予定です。よろしくお願いいたします。                            （杉園） 

    

 

 

今年もバングラデシュ・カラムディ村を訪問する時期がやってきました。 

現地の人々と数日間一緒に暮らし、一緒に話し合い、彼らの目線で物事を考え、彼らの日常生活を体験してみ

ませんか。医者や看護師や通訳者が同行予定です。 

■期 間 ： 2009 年 8 月 16 日（日）～8 月 25 日（火） 

■スケジュール ： 16 日(日)福岡→香港→ダカ Dragon airline or Cathey Pacific airline 

         17 日(月)ダカ→カラムディ（バス）参加者の希望によりダカ宿泊有り 

         18 日(火)～22 日(土) カラムディ村滞在 

         23 日(土)カラムディ→ダカ(2 泊) 買い物や観光 

         25 日(火)1:00（夜中出発） ダカ→香港→福岡 

         25 日(火)福岡着 昼頃 

■費 用 ： 約 20 万円（実費／航空運賃、ダカホテル代、 

移動交通費、村滞在費、食費） 

            ※ビザ代・海外旅行保険代は含まれません。 

■旅 行 会 社 ： HIS 福岡（予定） 

■申 込 み方 法 ： 下記連絡先までお電話ください。 

■定 員 ： 10 名 （先着順） 

■申 込 締 切 ： 6 月末 

■事 前 研 修 ： 合計 4 回予定（より充実した訪問にするため、事前研修にてバングラデシュや村の生

活について知っていただいたり、村でやりたいことなどを話し合ったりします）  

第 1 回目 6 月 25 日（木）19:00 より  場所：にのさかクリニック 

■連 絡 先 ： 092-872-1136 （にのさかクリニック）／080-5219-1142 （ラフマン） 
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                                                田辺 イクオ 
突然のご縁で、今回のツア－に参加させていただく事になりました。ありがとうございます。 

休職中の身とは言え、若い頃から抱いていた想

いを実現できるという事で、大変楽しみにしてい

ます。バングラデシュは初めてなのですが、治安

もよく、政治も安定し、発展しつつある国と聞い

ています。町の活気が想像できます。多少のカル

チャ－ショックを受けるとの事ですが、それも楽

しみの１つです。 

多くの実情を見聞し、多くの人々と接し、多く

の事を感じ、今後の活動に活かしてゆきたいと願

っています。新たな創造が生まれればより幸いで

す。毎日カレ－の食事なのは、ちょっと心配ですが。 

 

 船越 千穂 

  

以前から国際医療支援に興味はあったものの行動を起こすことはなかった。 

 今年の春、友人たちとの「あと何回？何十回？桜を見ることができるんかね～？今まで見てきた回数

（年数）見れると思う～？」という会話がきっかけになり自身を見つめ直した。その結果、以前から頭

の片隅にあった海外での医療支援活動に参加をしようと考えた。 

 調べてみると想像以上に医療支援活動を行なっている団体は多く、その内容や派遣期間など多種多様。

先ずはスタディツアーに参加をして実際を知ることから始めようと考えていたときに職場の先輩から

二ノ坂先生の活動を聞き“バングラデシュと手をつなぐ会”の門をたたいた。 

バングラデシュについての知識はゼロ。ツアー出発までの目標として、

１）バングラデシュについての基礎知識や国民衛生の動向について学習

する。２）手をつなぐ会の歴史や活動内容を理解する。３）健康管理を

万全にする。 

看護師となって十六年目の夏、新たな歩みへ。 

 

 

 

 

多くの人と接し、多くのことを感じ･･･ 

スタディツアー参加にあたって 

既におふたりの新メンバーが、参加予定です。 

他の運営委員を始めとする会員の参加も含めて定員は 10名です。 

参加したい方やご興味のある方、ぜひ早めにご連絡ください。詳細のご説明もいたします。 

 

カラムディの夏は果物が美味しい季節です。特にバングラデシュのマンゴーは絶品！ 

昼間は暑いけれども、夜になると不思議と涼しい･･･村の暑さは都会の暑さとは異なります。 

昼間は元気で好奇心旺盛な村人たちが、夜は満点の星空が、皆さんを歓迎してくれるでしょう。 
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        会計報告会計報告会計報告会計報告    
＊新 入 会＊ 古谷和子  待鳥信昭  山本隆生    

＊旅費カンパ＊ 志岐玲子 山下久代 今給黎靖子   

＊募   金＊ 愛宕小学校 砥綿ともこ 牛島千津子 前田節子 ぱぴね募金 西島孝義  

関根悠紀子 上野すぎえ 江川直美 にのさかクリニック募金箱 藤吉緑朗 角田光子  

江崎好枝 足立京子 吉川徹 八木良子 竹原芳子 田辺和子 古久保ハルミ 井口弘幸 井口翔子 

井口圭太 井口晋平 富田桂子 川辺信子 オカリナグループ   

＊商 品 券＊ 松田純子     ありがとうございました。感謝いたしております。 

 

おおおお詫詫詫詫びびびび：総会で承認されました平成２１年度予算に関して、訂正がありました。 

Ⅱ経常支出の部 ２．管理費 の中の「会報費用 200,000」は「20周年記念誌費用 200,000」

の誤りです。また同項目を１．事業支出へ移動いたします。その結果 １．事業支出の合計が 

5,665,000 ２．管理費の合計は 943,000 となります。経常支出その他の項目、金額に変更は

ありません。訂正してお詫びいたします。 

 

        これからのこれからのこれからのこれからの行事予定行事予定行事予定行事予定    
 

日にち 内容 場所 

6 月 18 日(木)19:00～ 定例理事会 にのさかクリニック 

6 月 25 日(木) 19:00～ 現地訪問事前研修会 １回目 にのさかクリニック 

6 月 27 日(土) 17:30～20:00 
ＮＧＯ福岡ネットワーク 

スタディツアー合同説明会 
ココロンセンター 

７月 2 日（木）19:00～ 定例理事会 西新事務所 

７月 16 日(木)19:00～ 現地訪問事前研修会 ２回目 未定 

７月 23 日(木)19:00～ 
理事会 

現地訪問事前研修会 ３回目 
未定 

8 月 6 日(木)19:00～ 
現地訪問事前研修会 ４回目 

結団式・懇親会 
未定 

8 月 16 日(日)～25 日(火) 現地訪問 バングラデシュ 

 

 
    ボランティアスタッフボランティアスタッフボランティアスタッフボランティアスタッフ募集募集募集募集！！！！    

「バングラデシュと手をつなぐ会」は２０周年を迎え、更にいろいろな行事を 

計画中です。皆さんのご参加を心よりお待ちしております。 

また、一緒に会を運営していきたいというスタッフも大募集中！ 

出来ることを出来る時間で！あなたの出来ること、やりたいことをぜひ教えてください。 

 


